
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年8月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2021年8月31日～2022年9月23日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202209_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

▲16.99%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
9月23日

企業業績については、金融引き締めの加速やインフレ見通しによる下振れの可能性は
続くとみています。軟調な実体経済に加え、主要中央銀行による利上げなど、外国株
式相場にとって調整圧力がかかりやすい状況が続くと予想しています。ただし、今後
は米国ではインフレ率がピークアウトとの見方が台頭する可能性もあり、下値を拾う
動きも出やすいとみています。

（期間：2021年8月31日～2022年9月23日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2022年9月19日～9月23日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は調整圧力が続く

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。
21日のFOMC（米国連邦公開市場委員会）で0.75%の利上げと積極的な利上げの継続
が示されたことに加え、欧州をはじめ世界的に金融引き締めが広がったことで、世界
景気の後退懸念が高まりました。
欧州市場はおおむね米国に連動した推移となりました。
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投資環境見通し（2022年9月）

▲14.88%

S&P500種株価指数 3,693.23 ▲4.65% ▲10.55% ▲17.12%

NYダウ 29,590.41 ▲4.00% ▲10.09% ▲13.88%
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